
2023年度 第 78回国民体育大会 鹿児島県＜競泳＞選手団代表選手選考について 

 

2023 年 3 月 

(一社)鹿児島県水泳連盟 

 

１ 選手選考基本方針 

   選手選考は国民体育大会における高得点獲得を目的として戦略的に行うものとする。 

 

２ 選手選考基準 

 (1) 国民体育大会開催要項に記載されている参加資格を得ている選手であること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 鹿児島県代表選手として人格や行動においてふさわしい選手であること。 

  (3) (一社)鹿児島県水泳連盟(以下，本連盟)では，2023 年 4 月 1 日から 7 月 31 日まで行われる全て

の公認・公式大会(長水路)を「予選会（選手選考対象大会）」と位置づけ， 

① 少年の部については本連盟が指定する公認・公式大会(長水路)のいずれかにおいて，原則とし

て国体参加標準記録ⅠまたはⅡを突破していること。 

② 成年の部については全ての公認・公式大会(長水路)のいずれかにおいて，原則として国体参加

標準記録Ⅰを突破していること。  

※ 国体参加標準記録Ⅰ…日本水泳連盟が定めた参加標準記録 

  国体参加標準記録Ⅱ…開催県特例により本連盟が別に定めた参加標準記録 

 

 

 

 

 

 

 (4) 各種目の選手選考にあたっては国体標準記録Ⅰ突破者を優先して選考し，その中でも入賞および

得点可能な選手をさらに優先的に選考するものとする。 

(5) リレー種目は原則として国体参加標準記録ⅠまたはⅡを突破している選手より選出する。 

【国民体育大会開催要項より抜粋】 

〇 参加資格，所属都道府県および選手の年齢基準 

・ 選手は，(公財)日本水泳連盟登録者であること。 

・ 少年種別の所属  生徒（高等専門学校を含む）は学校所在地から参加し，第１学年を除き在

学年未満の者は参加できない。また種別を問わず，同一学年での参加は１回

とする。生徒以外の少年は，居住地を示す現住所の都道府県からそれぞれ参

加する。 

・ 成年種別の所属  学生は卒業中学校または卒業高等学校のいずれかの所在地が属する都道府

県から「ふるさと選手制度」を活用し参加する。学生以外の成年は，居住地

を示す現住所，勤務地，「ふるさと」のいずれかが属する都道府県を選択する

ことができる。 

・ 選手の年齢基準  競泳の成年男子，成年女子および飛込の成年に参加する選手は，平成 17 年

４月１日以前に生まれた者｡ 

競泳の少年Ａに参加する選手は，平成 17 年４月２日以降，平成 20 年４月

１日までに生まれた者。 

競泳の少年Ｂに参加する選手は，平成 19 年４月２日以降，平成 21 年４月

１日までに生まれた者。 

【本連盟が指定する公認・公式大会(長水路)】（少年の部） 

桜島カップ(4/8~9)  鹿児島県高校春季水泳競技大会(5/13)   

西日本年齢別選手権水泳競技大会(5/20~21)  鹿児島県高校総体水泳競技大会(6/1~2) 

鹿児島県中学校春季水泳競技大会(6/18)  鹿児島県選手権水泳競技大会(7/1~2) 

九州高校総体水泳競技大会(7/8~10)  鹿児島県中学校総体水泳競技大会(7/24~25) 



３ 代表選手決定までの流れ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国体(仮)代表選手 

国体候補選手リスト 

選出 

国体候補選手リスト 

本連盟が指定する

公認・公式大会

(長水路)に出場 国体参加標準記録Ⅱ 突破者 

国体参加標準記録Ⅰ 突破者 

公認・公式大会

(長水路)に出場 
国体参加標準記録Ⅰ 突破者 

少
年
の
部 

成
年
の
部 

国体(仮)代表選手 

国体代表選手 

エントリー 

資格審査 

決定通知 

8月上旬 8月下旬 

公認・公式大会(長水路)において国体参加標準記録ⅠまたはⅡ（少年の部のみ）を突破した選手

はその都度，「国体候補選手」としてリストに登録（少年の部は大会指定あり） 
 ❶ 

選手選考委員会において，国体候補選手の中より国体(仮)代表選手を選出し，理事会の承認を

もって，国体(仮)代表選手の決定とする。 
 

＜選出時期＞【少年 A】九州高校総体水泳競技 終了後     

【少年 B】鹿児島県中学校総体水泳競技 終了後 

【成 年】指定された期間内で実施される最後の公認・公式大会 終了後 

❷ 

エントリー後，各関係諸機関の資格審査を得て，正式に国体代表選手が決定。  ❸ 

※ 資格審査の結果，大会参加人数制限等により，人員を削減されることがある。 

リレー種目におけるメンバーの選考にあたって  
補
足 

２ 選考基準の(5)に記載されている通り，リレー種目メンバーも原則として国体参加標準記録Ⅰ

またはⅡを突破している選手より選出するため，特に男子少年 A の４×200m リレーメンバー

に選出されるためには，指定された大会で 200m 自由形に出場し，国体候補選手リストに登録

されておく必要がある。他のリレー種目も同様。また「成年の部」に関してはこの限りではない。 

※ 4 月 1 日から 7 月 31 日まで行われる公認・公式大会(長水路)を「予選会（選手選考対象大会）」と位置づける。 

ただし，少年の部は大会指定あり。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


